










本学の周辺には津島遺跡 ･南方遺跡 ･百聞川遺跡 ･都月坂墳墓群 ･一本松古墳群 ･神宮寺山
古墳･七ツ抽古墳群など全国的にも著名な遺跡が存在する｡こうした環境の下,大学構内にも数
















1985 9 3 室長 稲田孝司
1987ll26 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターに改組
センター長 :近藤義郎 調査研究室長 :山本悦世
1988 331 津島地区にセンター事務所 (仮)が完成
1988 4 1 調査員(助手)7名 ･技術補佐員 2名が揃い実質的に調査研究センターとして発足
発 掘 調 査
期間 地区 調査地 成 果
1983-'84 鹿田 医学部附属病院外釆診療棟 弥生～近世集落跡
1983 // 〝 NMR-CT室 // ～ /I
1983-'84 津島 農学部排水管 .合併処理槽 弥生時代前期7jくPl跡 縄文 L器
1986 鹿田 医療技術短期大学部校舎 中世集落 占代の井堰
1986-'87 津島 学生部男子学生寮 弥′卜～近世水田 縄文時代の貯蔵六
1987 // 教養部屋内運動場 弥年時代前期の河道
1987-'88 鹿田 医学部附属病院管理棟 弥隼～近世集落 中世の口常木製J,i.
年度 年 報 .報 告 書 所属 発 掘 地 点
1984 岡山大学構内追跡調査研究年報 1 1983年度
〝 2 1984年度
1985 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第1集 法文経 排水管集中槽
〝 第2冊 農学部 排水管 .合併処理槽
1986 岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年度
1987 岡山大学構内追跡調査研究年報 4 1986年度 医学部 外来診療棟.NMR-CT室
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構内の発掘調査地点
1.津島地区
<1987年度までの発掘地点> (黒印)
1.農学部排水管 ･合併処理槽
2.学生部男子学生寮
3.教養部屋内運動場
4.医学部病院外来診療棟
5. 〝 NMR-CT重
6. 〝 管理棟
7.医療技術短期大学部
r辞 く1988年度の発掘地点> (赤印)
8.総合大学院 (自然科学系)
6月より開始､弥iE時代から近世7k
田祉 縄文時代の遺構が子想■される｡
9.工学部情報工学棟 ･生物応用工学棟
9月26円より開始
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2.鹿田地区
埋蔵文化財調査研究センタ-の仕事
岡山大学のある津島 ･鹿田地区の地下には､原始からの歴史が眠っています｡岡山大学埋蔵
文化財調査研究センターは､構内の遺跡の保護 ･調査 ･研究を目的として設立されました｡今
回は大学内のどの様な手続きの中で､発掘 ･立合調査が行われ､その成果が整理 ･発表され
ているのか､センターの仕事の一端を紹介します｡
く調査後の仕事>
〔土器の出土〕
J
(鹿田地区 ･管理棟)
埋蔵文化財の破壊が
予想される場合
〔(例)講義棟建設計画〕
J
〔事務局との打ち合わせ 〕
1建造物の図面等を検討
〔届出〕-文化庁-
1
〔試掘調査 〕
1
予備調査｡予定地の一部
を掘り､規模･範囲を確認
〔発掘届 〕-文化庁へ
J
〔発掘調査 〕
(鹿田地区､外来陳発掘風景)
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埋蔵文化財の破壊がわ
ずかと予想される場合
〔(例)配水管工事計画 〕
J
〔事務局への連絡 〕
J L法等の検討
〔届出〕-文化庁へ
鹿田地区全域と津島地
区の一部は周知の追跡
なので､勝手に掘れな
い｡回答待つ｡
〔立合調査 〕
工事で遺跡か破壊され
ないよう確認
成果発表
報告書 ･年報作成
